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医
療
事
故
調
査
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
六
年
六
月
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
案
が
可
決
さ
れ
、
翌
年
二
十
七
年
十
月
同
法
が
施
行
さ
れ
、
医
療
事
故
調
査
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
医
療
事
故
調
査
制

度
は
、
医
療
法
第
六
条
の
十
に
基
づ
く
医
療
事
故
が
起
き
た
際
、
今
後
の
医
療
の
安
全
性
を
確
保
し
、
再
発
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ド
ラ
フ
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
学
習
を
目
的
と
し
た
報
告
シ
ス
テ
ム
」
が
整
備
さ
れ
た
。
し

か
し
医
療
事
故
の
再
発
防
止
を
目
的
と
し
た
調
査
制
度
が
整
備
さ
れ
た
一
方
で
、
医
療
事
故
の
被
害
者
遺
族
救
済
制
度
、
ド
ラ

フ
ト
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
説
明
責
任
を
目
的
と
し
た
報
告
シ
ス
テ
ム
」
は
依
然
と
し
て
未
整
備
で
あ
り
、
日
本
は
遺
族
救
済
に

つ
い
て
、
医
療
安
全
対
策
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に
医
療
事
故
に
よ
る
被
害
者
遺
族
の
救
済
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
の
事
項
に

つ
き
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
、
通
知
が
公
布
さ
れ
た
。
通

知
の
「
セ
ン
タ
ー
調
査
の
依
頼
に
つ
い
て
」
に
は
「
医
療
事
故
が
発
生
し
た
医
療
機
関
の
管
理
者
又
は
遺
族
は
、
医
療
機
関

の
管
理
者
が
医
療
事
故
と
し
て
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
調
査
の
依
頼
が
で
き

一



る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
知
に
基
づ
い
て
、
日
本
医
療
法
人
協
会
の
医
療
事
故
調
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
最
終
報

告
書
は
「
院
内
調
査
終
了
後
、
遺
族
が
『
当
該
病
院
等
を
信
用
で
き
な
い
』
こ
と
や
『
院
内
調
査
の
結
果
に
納
得
が
い
か
な

い
』
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
に
は
、
既
に
、
紛
争
状
態
に
あ
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
セ
ン
タ
ー
も
、
こ
の
よ
う
な
依
頼
を
受
託
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
制
度
は
、
医
療
安
全
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
紛
争
解
決
や
責
任
追
及
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
」
と
規
定
し
た
。

先
に
述
べ
た
厚
生
労
働
省
の
通
知
は
、
院
内
調
査
結
果
の
説
明
を
受
け
た
遺
族
が
、
結
果
に
納
得
で
き
な
い
場
合
に
第
三

者
機
関
に
調
査
を
申
請
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、
一
方
で
公
益
法
人
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
第
三
者
機
関
へ
の
遺
族
発

議
の
調
査
依
頼
は
限
定
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

医
療
事
故
被
害
者
遺
族
か
ら
の
調
査
依
頼
は
、
院
内
調
査
結
果
に
対
し
不
十
分
、
異
議
、
不
明
点
が
あ
る
と
い
っ
た
不
服

が
あ
る
場
合
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
遺
族
か
ら
の
調
査
依
頼
を
す
る

際
、
ど
の
よ
う
な
前
提
で
の
調
査
依
頼
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
お
伺
い
す
る
。

二

平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
、
厚
生
労
働
省
は
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
、
通
知
を
公
布
し
た
。
そ
の
通

知
の
「
セ
ン
タ
ー
調
査
の
実
施
及
び
セ
ン
タ
ー
調
査
へ
の
医
療
機
関
の
協
力
に
つ
い
て
」
で
は
「
院
内
事
故
調
査
終
了
前
に

二



セ
ン
タ
ー
が
調
査
す
る
場
合
、
各
医
療
機
関
は
院
内
事
故
調
査
を
着
実
に
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
セ
ン
タ
ー
か
ら

連
絡
や
調
査
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
病
院
等
の
管
理
者
は
協
力
す
る
」
と
の
旨
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

通
知
に
基
づ
き
、
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
は
、
医
療
に
起
因
す
る
予
期
せ
ぬ
死
亡
又
は
死
産
が
発
生
し
た
際
の
対
応

の
中
で
「
院
内
事
故
調
査
の
終
了
前
に
セ
ン
タ
ー
が
調
査
を
す
る
場
合
は
、
院
内
事
故
調
査
の
進
捗
を
確
認
す
る
等
、
医
療

機
関
と
連
携
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
医
療
法
人
協
会
の
医
療
事
故
調
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
最
終
報
告
書
に
は
「
院
内
調
査
実
施
中
で
発
生
報
告

か
ら
一
年
以
内
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
調
査
協
力
の
求
め
に
対
し
て
、
病
院
等
の
管
理
者
は
こ
れ
を
正
当
な
理
由
を
示
し
て

拒
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
（
そ
も
そ
も
こ
の
場
合
セ
ン
タ
ー
は
調
査
協
力
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
）
。
」
等
の
公
益

社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
と
異
な
る
対
応
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

①

医
療
法
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
団
体
は
、
医
療
機
関
に
対
し
調
査
協
力
の
要

請
を
行
っ
た
際
、
院
内
事
故
調
査
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
が
拒
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
か
。

②

同
法
律
、
同
省
令
に
基
づ
く
通
知
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
が
、
解
釈
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で

三



は
な
い
か
。
政
府
と
し
て
の
方
針
と
、
各
関
係
団
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
一
致
し
て
い
る
か
。
政
府
と
し
て
の
見
解
を
お

伺
い
す
る
。

三

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
私
は
、
本
法
案
に
お
い
て
医
療
事
故
の
過
失
の

有
無
を
判
断
す
る
箇
所
は
で
は
ど
こ
に
あ
た
る
の
か
と
の
旨
質
問
を
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
、
政
府
参
考
人
は
「
実
際
に

ま
ず
は
院
内
の
調
査
を
し
っ
か
り
や
る
と
い
う
体
制
を
つ
く
る
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
御
遺
族
と
十
分
な
話
を
す
る
、
そ
れ

か
ら
、
第
三
者
機
関
で
は
そ
う
い
う
結
果
を
十
分
に
調
査
、
分
析
を
し
て
再
発
防
止
に
つ
な
げ
て
い
く
、
こ
れ
を
動
か
し
な

が
ら
、
そ
う
い
う
中
で
、
今
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
ど
う
い
う
形
が
い
い
か
と
い
う
の
は
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
附
則
の
中
の
、
全
体
の
検
討
規
定
の
中
で
や
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
た
。

医
療
事
故
と
疑
義
を
抱
く
患
者
遺
族
、
医
療
事
故
に
よ
る
被
害
者
遺
族
の
立
場
に
立
ち
、
医
療
行
為
の
真
相
を
明
ら
か
に

す
る
制
度
は
依
然
と
し
て
置
き
去
り
の
ま
ま
で
あ
る
。
医
療
行
為
の
結
果
に
対
し
、
医
療
事
故
と
疑
義
を
抱
く
患
者
遺
族

と
、
医
療
事
故
に
よ
る
被
害
者
遺
族
の
救
済
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
政
府
と
し
て
の
方
針
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

平
成
二
十
六
年
五
月
十
四
日
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
私
は
「
医
療
事
故
調
査
報
告
書
は
遺
族
に
非
公
開
と
す
る

四



な
ど
、
純
粋
に
再
発
防
止
の
た
め
に
使
い
、
一
方
で
、
無
過
失
補
償
制
度
な
ど
遺
族
発
議
の
責
任
追
及
制
度
を
設
け
る
こ
と

で
不
毛
な
訴
訟
も
減
ら
し
て
い
く
、
こ
の
二
本
立
て
の
制
度
が
二
本
同
時
並
行
で
必
要
だ
、
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
総
理
の
御
見
解
を
伺
い
ま
す
。
」
と
質
問
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は
「
こ
の
制
度
で
は
御
遺

族
に
医
療
事
故
調
査
結
果
の
報
告
書
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
制
度
は
責
任
追
及
や
紛
争
解
決
を
目
的
と
し

た
制
度
で
は
な
い
た
め
、
今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
を
通
じ
て
、
医
療
事
故
の
再
発
防
止
と
い
う
本
制
度
の
趣
旨
が

し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
委
員
は
責
任
追
及
の
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
中
途
半
端
な
も

の
と
な
る
と
の
御
意
見
だ
と
い
う
ふ
う
に
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
案
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
に
よ
り
長
き
に
わ

た
る
議
論
を
重
ね
て
よ
う
や
く
こ
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
医
療
事
故
調
査
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

医
療
安
全
、
信
頼
で
き
る
医
療
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」
と
答

弁
し
た
。

専
門
家
の
中
に
は
、
院
内
事
故
調
査
結
果
を
遺
族
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師
が
刑
事
事
件
で
起
訴
さ
れ
る
可
能

性
を
考
え
、
調
査
時
か
ら
黙
秘
権
の
行
使
を
検
討
し
た
り
、
弁
護
士
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
ま

た
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
医
療
機
関
又
は
遺
族
発
議
に
よ
る
再
調
査
が
行
わ
れ
た
場
合
、
遺
族
や
病
院
の
意

五



向
に
関
係
な
く
、
双
方
に
報
告
書
が
渡
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
現
行
の
制
度
下
で
は
院
内
医
療
事
故
調
査
に
委

縮
が
生
じ
、
結
果
的
に
真
相
の
解
明
が
不
十
分
と
な
り
、
医
療
安
全
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
。

医
療
の
一
環
と
し
て
医
療
機
関
が
自
主
的
に
遺
族
に
報
告
を
行
う
こ
と
は
望
ま
れ
る
が
、
医
療
の
安
全
性
を
確
保
し
、
再

発
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
院
内
事
故
調
査
制
度
と
、
遺
族
が
求
め
る
責
任
追
及
を
明
確
に
分
離
し
た
制
度
を
別
枠

で
再
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

政
府
と
し
て
、
再
発
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
院
内
事
故
調
査
と
、
遺
族
が
求
め
る
責
任
追
及
を
明
確
に
分
離
し

た
制
度
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
政
府
の
今
後
の
方
針
を
お
伺
い
す
る
。

右
質
問
す
る
。

六


